
3so9

多核白血球ノ「プラニメbリー、二關スル研究

          其9・総  括  篇

        金澤署1科大酒病理學教室（杉山i教授指導）

          深  山  一  孝

          （昭和11年9月16日受附特別掲載）
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 近次異常ノ進歩ヲ示セル細胞科學研究ノ中殊ニソノ形態學的研究＝於テ從察直径ヲ以テ計

測セル細胞ノ大小ヲ「プラニメトリー」ノ研究ニョリテ解決セントノ新實験方法ヲ見タルハ實

n吾が杉山教授ノ創見ニヨルモノ＝シテ此ノ種研究方面ニー薪紀元ヲ劃セルモノト云フ可

ク，鰭テ「ステレオメトリー研究＝飛躍セントスルー段階ヲ示スモノナリ．三輪氏ニヨリテ

血球ノ「プラニメトリー」ノ系統的研究績行セラレ，三川氏＝ヨリテ淋巴球及ビ大輩核球ノ

研究獲表ヲ見タリ．余ハ塚本氏二次ギテ多核白血球ノ「プラニメトリーJ・＝就テ實験セリ，帥

チ最初「プラ＝メトリー・・一術式＝關スル基礎的研究ヲ試ミ，吹デ各種動物二就テ探求シ後各種

疾病＝論及セルコト既報ノ如シ．以下既獲表ノ成績ヲ綜括シテ余ノ多核白血球プラnメトリ

m」＃關スル實験的研究ノ総括篇タラシメントス．

              實験成績ノ総括並＝考按

        第1節 「プラ＝メ5り・一」ノ術式二關スル基礎的研究

 「プラニメトリー」ノ研究タルや未ダ創設時代タルヲ脱セズ，各種研究ヲ猫振大績行スnr S

當リテハ之が術式ノ基礎的研究ヲナスコトハ本研究二磐石ノ基毫ヲ與フルモノナルコトヲ確

信シ次ノ諸實験ヲ試ミタリ．

 1．血液塗抹標本ノ部位＝ヨル面積ノ差異昌就テ

 2．血液塗抹標本ノ乾燥ノ方法，温度並二時間ノ及ボス影響二就テ

                  ［ 181 ）



3310 ． 深 山

 3．1日中＝於ケル面積ノ移動二就テ

 4．個人的二二雌雄間ノ差異

 5．多核白血球ノ核型ト「プラニメトリP」トノ二三

 今之等ノ二心験成績ヲ総括セバ次ノ如シ．

 血液塗抹標本二三テ「プラニメトリー」ノ爲鏡検スルニ當リ何レノ部位ヲ選定スルヤニ就キ

標本ヲ塗抹始部中部及ビ塗抹絡部二分チ叉長軸二於テハ爾回縁及ビ中央部＝3分シ面積ヲ測

定シ比較スル＝細胞面積ハ塗抹始部二三テ最：小＝シテ終部；最大ナル債ヲ得塗抹申部ハ最：モ

総二二＝近似セル償ヲ呈シ叉爾邊縁二二テハ明確二大ニシテ中央部ハ梢小ナルコトヲ認メタ

リ．之レ爾邊縁部ニハ比較的大ナル細胞ノ分布スル爲ニシテ，カ・ル面積ノ部位ニヨル差異

ハ三川氏ノ淋巴球二於ケル實験二於テモ明確二認メラレ，叉宮村氏ノ研究＝ヨリテモ明カナ

ル如ク白血球ノ分布ハ何等正規的ナラザル爲ナリ．以上ノ所見ヨリシデ多核白血球ノ面積ヲ

最モ公正＝測定スル＝ハ常＝一上下爾回縁ヲ含ム申央部ヲ選ビ載物硝子ヲソノ長軸三直角二

meanderf6rmig二移動セシメ細胞ヲ求メテ描諮シ「プラニメトリ”Jヲ實施ス可キコト肝要ナ

リトス．

 二二塗抹標本ノ乾燥ノ方法，温度並二時間ノ及ボス：影響ヲ見ルニ塗抹直後振動乾燥セシメ

タル標本二於テハ自然二放置乾燥セシメタル標本二比較シテ 1）塗抹標本部位＝ヨル細胞面

積ノ差異極メテ僅少ナルコト2）乾燥初期二於テモ細胞面積著シク不安定ナラザルコト及ビ

3）温度ソノ他ノ影響ヲ受クルコト僅微：ナル黙ヨリ「プラニメ5リー・一一實験二三シ公正安定セル

實験所見ヲ得ル爲ニハ遙カニ有利ナリ，故＝爾後ノ實験ニハ何レモ塗抹直後振動乾燥セシメ

10分ヲ経テ染色固定セルモノヲ使用セリ．

 1日中二於ケル多核白血球ノ大小ヲ知ルコFハ標本探取時間二多大ノ關係アルコトヲ示ス

モノナリ，帥チ中性嗜好白血球及ビ酸性嗜好白血球共二細胞面積ハ午前6時二於テ概ネ雫均

値ヲ呈スルモ次第二増大シテ午前9時二最大値ヲ示シ正午二至ルモ猫ソノ大サヲ持績シ，午’

三二至り漸次縮小ヲ示シ午後6時最小値ヲ示スヲ認メタリ．核面積ハソノ憂動概ネ細胞面積

ノソV昌等シク午前二大キク午後＝於テ漸次縮小スルヲ認メタルモー四二細胞面積ノ如ク攣

動顯著ナラザリキ．

 個入的差異ハ比較的顯著ナラズシテ余ノ略同年ノ健康男子二就テ調査セル成績ニヨレバ中

性嗜好白血球ノ直径最：小14・194μ，最：大15・998，μニシテ平均15・OOOptナリ・叉酸性嗜好白血

球＝テハ；最小15・292μ，最：大16・840μ，李均16・027＃，盤基性嗜好白血球ニチハ最：小13・986μ・

最大14・866μ，三三14・309Pt ＝シテソノ細部ハ第1表ニツキ見ル如シ・

 雌雄間ノ差異ニツキ哺乳動物12種二二テ検討セルニ假性エオジン嗜好白血球ノ細胞核面積

＝於テ二三ナル差異ヲ認メザリシモ核細胞盟指数ハ雌性ノ方梢大ナルヲ認メタリ．酸性嗜好

白血球及ビ盤基性嗜好白血球二於テハ雌雄聞ノ差異顯著ナラズ．

 多核白血球ノ核型ニヨル「プラ＝メトリー」ノ攣動ヲ研究シ同時二杉山氏二項式分類ニヨル

細胞核面積並＝核細胞髄指藪ノ移動ヲ調査セルニ次ノ如キ結果ヲ得タリ，即チ申性嗜好白血
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第1表個人的差異表
＼  ＼

實験 細胞面積，同直脛

論＼番號 M士E（μ・）【μ

核 面 積

l±E（／lp）      ；

核細胞艦上歎

l±E〔％）

    1  176．6790士0．3047
申性嗜好
    2 1158．2395±O．2910

白血球3172．2356士1．0236

    1 1199．9115±LOI15酸性嗜好
    2 1183．6910±O．9709
白 血 球   3  222．7429±2．4522

    1 ，1 155．6190±1．9183
由基性嗜
    2 llss．6400±2．3003
好白血球 3 173．6110

15．998 1 an．2e42±O．1792 1 36．1510±O．0748

14．194  58．5915±0．1355  36．6274士0．0705

14．808  67．8124±0．56工8  39．3800±0」3707

15．954 1 71．738i±O．3650 1 35．3230±O，1：・26

15．292 1 67．4040±O．3551 1 36．0780±O．1839

16．840 1 78．6457±O．8960 1 34．0000±O．4371

14．076  69，1426±1．2623  45．2380土0，8042

13．986  65．4646±1．1626  43．4650土0．6081

14．866 1 81．2490 1 45．0000

球及ビ謡曲エオジン嗜好白血球S於テハ細胞面積ハ核敷ヲ増スニ從ヒ僅少乍ラ次第二増大

ス．核面積及ビ核細胞艦指藪ハ1核ヨリ4核迄ハ相當顯著ナル膨大ヲ示シ5核二至リ明カニ

縮小ス．叉杉山氏二項式分類ニヨル「プラ＝メトリー」ノ移動ヲ見ル＝同一核歎ヲ有スルモノ

ノ細胞面積ハ長核ノミョリ成ル時二於テハー般民謡＝シテ漸次短核ヲ増ス＝從ヒ増大シ短核

ノミヨリ成ル細胞最：モ大ナリ．面面積層長核短核ノ如何＝ヨリテ差異顯著ナラズ，核細胞燈

指数ハ虫歯二於テ最大＝シテ漸次短核ヲ増スニ從ヒ縮小シ短核／ミヨリ成ル細胞二於テ最小

ナルヲ認メタリ．

 酸性嗜好白血球二於テハ細胞面積並二核細胞艘指油ノ核型＝ヨル差異ハ認メラレズ，核面

積ハ之＝反シテ1核ヨリ2核出向ヒ明カニ増大シテ3核猫ソノ勢ヲ保持シ4核二至り縮小セ

ルラ認、メタリ．

          第2節各種脊椎動物多核白血球胴乱スル研究

 各種動物ノ多核白血球ノ大サヲ知ルコトハ動物宗族獲生史上興味深キ所＝シテ且從來直径

計測ヲ以テ絡始シアリシ之レ業績二黙晴ノ妙機ヲ附スルモノタリト云フ可シ，帥チ哺乳類

（雌雄共）12種，鳥類17種，爬毒類5種，下翼nc 4種及ビ魚類12種ヲ蒐集シ研究封照トセリ．

各類各目別二見タル細胞ノ大サ（面積並二之ヨリ得タル直復）第2表二二テ示ス如シ．

 動物分化ノ度二鷹ジテ細胞面積核面積及ビ核細胞三指二二大小ノ二化アリヤ否やヲ見ルニ

翼手目鳥類等三重小ニシテ飛翔スル動物ニチハ細胞一般二尊ナルヲ認ムルモ，艦重大ナルが

故二細胞大ナリトスル特異關係ヲ認メズ，概ネ各種目毎二特有ノ大サヲ保持スルヲ認メタ

リ，即チ鳥類二於テ最：小ニシテ哺乳類之二次ギ魚類爬轟類次二大キク爾棲類殊ニソノ有尾目

最大ナリ．

 叉多核白血球中何レノ細胞最：大目シテ何レノ細胞最小ナリヤヲ各種動物ノ・場合二於テ調査

スルニ略全例二於テ酸性嗜好白血球最大ニシテ中性嗜好，假性エオジン嗜好白血球及ビ爾色

嗜好白血球之二次ギ1謹基性嗜好白血球最：小ナルコト＝一一致スルヲ認メタリ．
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第2表 各種動物多核白血球ノ細胞ノ大サー覧表

一

中性嗜好，假性感 酸性嗜好白血球 璽基性嗜好白血1球 雨色嗜好白血球
類 目 オジン嗜好白血球

μ2〔！ノ） μ（A） μ2〔μ〕 μ2（μ）

人 類 165・0172（14481 20臥7289（16．18） 1640624（14・44）

哺 鰹長目 131石839（12．78） 1畝6213（13．70） 9＆4860（11．02）

翼四目 95・1622（1LOO） 111，5310（11・90） 84．1661（10・38）

乳 留歯目 14a5056〔13！隻6） 164．2375（14・46） 140．9315（1338）

食肉目 118・0988（12・26） 168・4286（14．64） 123．1770（1λ52）

類 偶満目 12α3355（12・36） 13乳5519（13二22） 119・2822〔12・32）

奇曲目 99．1839（1L22） 137．2742（13．22） 124．6526（12．58）

旧型目 106・1457（11．62） 125．6943（12．64） 76．2153（9．84）

鳥 雁二目 107・7082（11・70） 12ス6040（12・74） 1024404（11・q2）

鷲下目 1002603（11・23） 13＆8888（13・14） 94．1071（1α94〕

鶉鶏目 92・2394（10・82） 11L6839（1192） 89．9820（1α70）

鶴型目 85・1214（10・40） 112・9860（IL98） 6α9647（8、80｝

類 杜脇目 85．8680（1044） 95・7960（1LO4） 69．5585（9・40）

燕白目 8α0423（1α08） 999239（11・10） 53．7626（＆26）

爬鍛類

鶉細目

L鱗目

172．7777（14．82）

P50’7772（1384）

181．5970（15．06）

P88・1248（15・34）

139．5832（13・32）

P167823（12．18）

150．3471（13．82）

P28．5231（12・78）

両棲類

無尾目

L尾目

1752429（14・92〕

X263566（34．34）

1719443（14石6）

X49．6082〔34．76）

120．8332（12．40）

U68．7289（29・18）

軟十目 94．0971（10・94） 71．6666（9・54）

魚 骨耳目 142．1387（1a44） 119．6235（12．34）

無足目 107．6388（11．70） 9丘3888（11・06）

皇継目 73．3680（9．66） 5乳3804〔＆54）

類 固顎口 89．9304（10．70） 7丘7360（9名8）

横ロ目 207．5692（16．27） 22α3678ぐ16・7曝）

             第3節 各種疾病二關スル研究

 白血球ノ生理的状態二於テ「プラ＝メトリー」ノ伸縮性肉瘤ヲ研究シ併セテ術式ノ基礎的研

究ヲ試ミタリ．本節二四テハ家兎昌各種實験的疾病ヲ起サシメ依リテ來ル核移動ノ歌況並二

「プラニメトリー」＝就テ統計的研究ヲナセリ．行ヘル霊験的疾病ノ種類亥ノ如シ．

 1＞飢  餓

2）

3）

4＞

5）

6）

結核菌謬脈内乃至腹腔内注射

施  灸

「アルコホル注射

「カンフル注射

「インシaリン注射

          第1項 血液細胞ノ数量的応化

 疾病ノ維過中S於ケル赤血球敷，血色素量及ビ二品敏，白血球撒及ビ各種白血球百分牽ヲ

観察スルニー般昌疾病＝ヨリ惹起セラル・攣化ハ疾病ノ恢復ト共＝復奮スルモノナリ，今實

                   ［ ltK ］
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験二於ケル圭ナル攣化ヲ示セバ次ノ如シ．

 赤血球敷ハ飢餓施灸及ビ遠島注射＝於テ何レモ僅カニ増加ヲ示シ，白血球藪ハ飢餓ノ際1

例ヲ除キ何レモ明カニ増加ヲ示シタリ，斯ノ如キ飢餓ニョル檜加ハ水分ノ欲乏ノ爲血液ノ濃

縮ニヨリ山山セルモノニシテ血色素指数ニツキ庇ノ關係ヲ見ルニ何レモ著明二減少シ本質的

二血色素量ノ増大セルラ認メズ．叉白血球数ハ施灸及ビ藥液注射ニチハ何レモ旧知ヲ認メタ

ルモ猫リ05gr，5回施灸ノ例＝於テハ減少ヲ示シタリ．

           第3表 各種疾病二於ケル血液像一覧表

疾病名

飢 餓

結核

施 灸

細赤血球敏（万）

襯蝉画鰍画最小値
1［ 478 j 598

2 1 488 1 70s

31 653 ［ 704

1

2

3

4

1

2

533

6ec

599

690

 血色素指揮 白血球轍
封照照i最大副最小値園馳「論1単婚

O．84

0．82

0．62

O．69

0．57

0，00

8．000 i 19．780

8．800

7．500

7．060

11，400

15．780 一一

一 1 4．750

9．700

9．200

某ル訓・い3・i5・gi i 7・400 1 8．4001

究ンフ国524；58ア1 1 s．ooo 1 n，2001

インシ
ュリン

1
470 1 s3g 1 7．600 1 s．400

              第2項核  移  動

 多核白血球ノ研究二十リ核移動ノ歌況ヲ詳知スルコトハ極メテ肝要ノ事昌シテArnethノ

提唱＝ヨリー般ノ注意ヲ喚起スル＝至りタル所ナリ．而シテ本研究＝於テハ言言者ノ読ケル

各種ノ核移動調査方法アリト難モ統計學的齪察可能ナル杉山教授ノ1雫均核数ヲ以テ研究謝照

トズル＝優ル法ナキヲ以テ4均核数ニツキ核移動ノ歌況ヲ観察セリ．ソノ成績ヲ綜括セバ吹

ノ如シ，EPチ飢餓二於テハ常二顯著ナル右方移動ヲ行ヒ，結核施灸及ビ藥液注射二於テハ常

＝明カナル左方移動ヲ呈シアルヲ早戸タリ．機能ノ歌況ヨリ研究シテ杉山教授ハ結核及ビ施

灸ソノ他二於テ見タル左：方移動；ハ根本的差異ノ存スルアリテ結核ニチハ細胞機能左方移動

ト二二減少スル＝拘ラズ，施灸田鼠注射二三テハ左方移動ト共＝細胞機能向．上昂進スル事實

ヲ認メ依ツテ前者ヲ退行性左方移動トシ後者ヲ進行性左方移動ト構シ置分セラレタリ，此ノ

關係ハ濁リ細胞機能ノ如何二拘ラズ後述「プラ＝メトリー成績二徴シテモ明カニ察知シ得ラ

ル・所ナリ．

           第3項 假性エオジン嗜好自血球ノ面積

 右方移動ヲ示セル飢餓二於テハ細胞面積顯著二増大スルヲ認ム．：左方移動ヲ示セル結核二

於テハ細胞面積増大ヲ示スモ，施灸ソノ他藥液注射ヲ行ヒ左方移動ヲ呈セル家兎＝於テハ縮

                  ［ la5 ］
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小ヲ來ス，帥チ同ジク左方移動ヲ示ス＝於テモ細胞面積ノ増大スルモノト縮小スルモノトア

リテソノ性質同ジカラザル關係ニアルコトヲ示スモノニシテ之ハ杉山教授ノ唱ヘラル・如ク

左方移動中二進行性ト退行性ノ2種アリトナス読ヲ立詮スルモノナリ．

 猫退行性移動ヲ示ス飢餓，結核家兎＝於テハ細胞核面積共昌増大ヲ示スモ核細胞禮指数二

於テ相反シ飢餓＝テハ増大シ結核nテハ減少ヲ示シテ等シカラズ，之レ帥チ飢餓結核共二退

行性移動ヲ示スモソノ間＝存スル差異ヲ毛馬スルモノナリ．施灸及ビ藥液注射s於テハ何レ

モ左方移動ヲ示シ細胞核面積減少ヲ示スモ唯「アルコホル注射ニアリテハ核面積ノ増大顯著

＝シテ特異トスル鮎ナリトス，核細胞髄指数ハ「アルコホル」，「カンフル注射ニチハ増大シ

施灸，「インシ＝リン注射＝テハ減少セルラ認差違リ．

第4表 各種疾病＝於ケル假性エオジン嗜好白血球ノ「プラ＝メトリー成績

            （括弧内ハ直径）

疾病名

飢餓

結核

施 灸

家
兎
番

丁丁核数 細 胞面積 核  面  績

   ；     封照値
騨騨最高最小値1（％

最大値
pt 2

cpt） 欝糊二
十細胞膿指数

1

2

3

1

2

3

4

2．26 j 3．06 1 一

2．egi 2．811 一

2・is 1 2．so 1 一

    1
2．721 一

2．4s 1 一

2，70［ 一

2．65 i ’一一”

130．zO i 148，77

（12．86） K13．76）

119．901 t44．94
（12．34）1 （13．58）i

置郵一撮謡1

53．73

50．00

35．40

58．26

57．97

42．00

｝：；：囎囎

1・9・ A1釜錨…1竃鵬

aoｽ職郵耀釧

脚病49・98
1 42．sg l so．20

1  1
i 41．771 49．93

43．19i 53．85

最小値封元値
Ii2 i O／o

最大値
 o／o

41．70 1 44．M

42。4｝41麗

   
34璽12138．58

  t

1

2

2．24

3，00

2．02

2．36

131．73
（12．94）

142．84
（ i3．48）

40．i41 一

Iggl；21

37．92

山脚5a83旧4ス67
狸諭66・8ト151…

39．301 一

4＆2・卜

最小傾
e／o

37．44

33．30

35．60

33．32

36，64

41，88

某1則・1253【一11剖1醐一ll騰5剣6瑚一．4…4［44・781
1，lllZJ，：”1－1－g：・zg76±：m－Lg：・geL321kii227．tt423）1 1（ii－iitttso2）ls3・go［．rvl 4s・201msLt：i．rmgnlT4s：．sm6L－r

粥・1且47』2・・2鷺i一瀦i5％5－5へ5814生ヨ2－i 4i・4・

 叉核型ト「プラ＝メトリ・一」ノ關係ヲ見ルニ第6表ノ如シ，帥チ核数ヲ増スニ從ヒ面積叉ハ

指数ノ増大スルヲ並行トシ然うズシテ核数ヲ増スニ件ヒ面積指敷ノ減少ヲ來スヲ逆行ト稽シ

テ各疾病ニツキ見ルニ次ノ如シ，郎チ施灸，「アルコホル」，「カンフル」，「インシュリン注

         第5表核算数ト「プラ＝メトリー」トノ關係

施    灸
カンフル

イソシ

?潟¥

結 核
α019一α・g・   o

アルコ

z  ル

李ト
均ノ

核急
激係

細胞面積 並行1亜行亜門群行陣行逆行
二面磧並行庫行1髄二陣行陣罪障行
核三指釧不定r不矧不定不定1不定i鱗

［ 186 ）
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射＝於テハ何レモ細胞核面積ハ並行シ指数ハ不定ナルモ退行性左方移動ヲナス結核＝テハ何

レモ逆行スルヲ認メタリ．此ノ關係＝ヨリテ前述細胞核面積十二十十二増大縮小ノ差異ヲ生

ゼルモノナルコトヲ推知シ得ペシ，9Pチ假性エオジン嗜好白血球ノ細胞核面積及ビ指数ハ共

二核型＝顯著ナル關係ヲ有シ健康ナル際二於テハ細胞核藪ヲ増ス昌從ヒ細胞面積大ニシテ核

撒少キ細胞程面積計ナリキ，從ツテ右方移動ヲ示セル飢餓昌アリテハ漸次右方移動ト共二核

数ヲ増加スル＝件ヒ細胞面積ヲ著シク増大セルラ認メタリ，核面積モ之二伴ヒ増大シ細胞ノ

壇大ヨリ比率大ナルヲ以テ指数モ増大セルラ示シタリ．又二二ナル左方移動ヲ示セル施灸及

ビ藥液注射二於テハ左方移動ト二二核藪ヲ減ズル＝從ヒ細胞核面積ノ減少スルヲ示シ核型1・

「プラ＝メトリー」ノ下蔭＝一一ua相通ズル法則ノ存スルヲ想像確認セシム．然ル＝確實＝左方

移動ヲ示セル結核＝アリテハ国育ヲ減少スル＝拘ラズ細胞核面積ヲ増大セルラ認ムルハー見

奇異ノ感ヲ懐カシムル所ナルモ結核二於テハ白血球病毒ニヨリ退行攣1生ヲ起シテ爲＝主＝核

ノ分葉が阻止セラレ，或バー部分葉シアリシ細胞核融合シ軍核化セルモノニシテ，斯カル退

行セル細胞ニアリテハ細胞里並二三面積ノ増大セルモノナリト思考憶測セラル．

             第4項盤基性嗜好白血球ノ面積

 細胞核面積飢・tw ＝＝於テハ三二増大シ指藪ハ減少シ，結核ニアリテハ細胞核面積及ビ指歎共

二減少ヲ示セリ．：施面面液注射ニアリテハ細胞面積減少シ核面積，核細胞腿指歎増大ヲ來シ

「インシュリン注射＝於テノミ梢歌心ヲ異土シテ細胞面積及ビ指藪減少シ核面積ハ増大セリ．

之ヲ各種疾病相互二比較観察スルニ細胞面積ハ飢餓二於テノミ増大シ結核施灸藥液注射ハ何

レモ減少ヲ示シ，核面積ハ飢餓三二：施灸藥液注射＝於テ増大ヲ示スモ結核ハ減少ヲ示シ，叉

核細胞膿漏歎ハ飢餓結核「インシュリン注射5於テ減少シ，ソノ他ノ疾病一点レモ増大ヲ示シ

     第6表各種疾病＝於ケル盤基性嗜好白血球ノ「プラニメトリー成績

核  面  積   核細胞匿指厳
家兎番號

謝照値
@，μ2

iμ｝

最大値i最小値
@μ2 1 ，μ2
i＃） i （pt） ﾋ辮 最小値

@／毘2
封照門

@％
最大値
@％

最小値

@％

 1

奄Q

⊥36．i8
i13。16〕i25．06

i12．60）

擢娼卜140，621（1a18）1一

61．11 7437
撃V2・701一

48．80

T3．68

一一 4L40

S0．36

1 1

@2

@3

P4

115．26
k12．10）131．64

k12．94）138．61

i13・28）127．22

i1272）

一一一一

68．88

V4．65

U5．81

一一『一 4437

TL78

T7．54

T7．61

5エ92

一｝

40．57

S8．40

T2．20

S9．20

施 十

? ．     τ     一  『

Aルコ
zル

121

140』31（13．34）［

P49．30

i1a78）

一 一

@  一

@  一

113．99
i11．94）131．59

i1294）

61．33164．23

@ 1U9．44i83．85

   1
T3．66i－

π1欝「
  一           一  一  一               

ｧ謬闘 739517ス9・1 5L8416α・61

充ンフい肥錨
  一   

@   一il縮16岡8峨721弓4λ4・脚1
インシ ｡1繍1

l l3L59（12・94）

ユ，ソ   一  8277185521｝542・一｝・“・・
@一
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タリ．

 之ヲ假性エオジン嗜好自血球卓比較スル昌飢餓ニアリテハ細胞核面積ノ増大；於テー致Z

ルモ指数ハ増減相反セリ，結核＝於テハ指数ノ減少二於テノミー致スルモ細胞核面積共二増

減相反ス．「アルコホル注射＝テハ何レモ馴致シ画虎，「カンフル」，「インシュリン注射畠テ

ハ細胞面積減少‘テー致スルモ核面積ハ増減相反シ，核細胞艦指数ハ「カンフル」，「インシa

リン」Pt於テー致スルヲ認メタリ．1

             第5項 酸性嗜好白血球ノ面積

 酸性嗜好白血球ノ各種疾病ノ際S於ケル面積ノ守門概ネ盤基性嗜好白血球ト等シキ開係n

アリ．邸ヂ飢餓Sアリテハ細胞核面積増大ヲ示シ核細胞艘指数減少y’f結核ニアリテハ細胞

核面積及ビ指数何レモ減少スルヲ認メタリ．施灸，「アルコホル」，「インシュリン注射ニア

リテハ細胞核面積及ビ核細胞膣指数共＝減少シ又「カンフル注射＝於テハ細胞核面積減少セ

ルモ指数増大シ假性エオジン嗜好白血球ノ攣動＝等シキヲ認メタリ．

第7表 各種疾病二酉ケル酸性嗜好白血球ノ「プラニメトリー成績

  1

F、 一一」

細 胞 面 稜   1核  面  積 1 核細胞閥指轍
      

ｾ病名 b 封闇値
@、μ？

iμ）

最大値
@μ2
iμ）

響纏値隣
     1

ﾅ小値樹照値
@μ∠：％     ｝

最大値

@％
最小値

@％
   i一一

飢 餓

? 一  ．

?核

185．76
i15・36）161．45

i14．32） 一    一203．99

i16・10）164．93

i14・72）173．61

i14・72）173．61

i14．72）

   2iγ．Ol
@  （16・63）   187．49

@  （15．44）一  一 一 一 一  一 一 一    一    一 一     

@    一

@    一

@    一

@    一

  一

@ 一
D 一 』 一 一 一 一   一

@144．96
k13・58） 145．57

i13．60） 130．20

i12・70） 164．93

i14．48）

177．08

U4．23

ﾞ83．33

V3．26

U9．44

V4．65

 85．06

@83．33
?     一  一

@ 一

@ 一

@ 一

@ 一

一 一   一  一

T9．02

U0．27

奄S6．871
P5＆94｛

4L20

R9．56

? 罰 τ  一   一 一 一 一

S0．50

S3．40

S3．00

S3・・1

 『

p一一  ＿  ＿   一     丁

@｝

@開

@一

@一

36．00

Q9．50

R9．50

R7．50

R3．40

R5．44

施 灸

12 168．40
i14．64）エ79．58

i15．12）

一一

109．37
i1L80）159．23

i14・22）

67．36

W5．40

一一 52．08

U4．01

40．OO

S7．56    1

一一 34．60

SL50

票1則・腿劃一1～踊85931一陣・5」45・・【一13966

兇”【・藩論一購綴16a88i－146卵α5・147・56i一

第1・i灘卜腰｛鶉1π58トー5％842561一「38・2・

                 結   論

 余ハMay－GrUnwald－Giemsa重染色ヲ施セル家兎並昌人血液塗抹標本ヨリ多核白血球二審

テ細胞核ノ面積ヲ測定シ，之ヨリ核細胞髄指数ヲ誘導シ，同時二核型ソノ他血液所見＝ツキ

諸二面ヲ試ミ，且各種脊椎動物50種ニツキ多核白血球ノ「プラニメトリ”」ヲ血忌シ次ノ如キ

結言論ヲ孝尋タリ．

 1．塗抹標本申部位＝ヨリ多核白血球面積二差異アリヤ否やヲ見ルニ塗抹始部＝於テハ最：

小＝シテ塗抹絡部ハ最大トナリ中央部ハ概ネ平均値昌近似セリ．叉上下爾邊縁部ハ大キク中

                   ［ 18e 1
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央部稻小ナリ．故＝「プラxメトリー」ヲ實施スル＝當リテハ載物煎子ノ上下爾蓬縁部ヲ含ム

中央部ヲソノ長軸＝直角＝meanderf6rmig＝移動セシメ観察スルヲ要ス．

 2．前項部位＝ヨル攣化ハ自然ノ儘放置乾燥剤シメタル標本＝於テ特二顯著ニシテ振動乾

燥セシメタル標本＝於テハ著明ナラズ．

 3．1日中＝於ケル多核白血球ノ大サノ攣化sツキ見ルニ午前6時最モ高才n近ク起床ト

共＝急昌増大シ午前9時ヨリ正午迄最大ニシテ爾後漸次縮小シ午後6時最：小値ヲ示セリ．

 4．個人的差異ハ明カニ存スルモ比較的二二ナラズ．

 5．雌雄爾性間ノ差異ハ多核白血球何レニモ顯著ナラザリシモ唯雌性ノ中性嗜好乃至假性

エオジン嗜好白血球ノ核細胞禮指数梢大ナルヲ認論士リ．

 6．核型ニヨル差異ヲ見ル＝多核白血球何レモ軍核細胞最モ小＝シテ2核細胞之二次ギ核

数ヲ増ス＝從ヒ細胞大サヲ増ス，然レドモ最多核タル5核以上二達スル細胞二於テハ大サ著

シク不定＝シテ著大ナルモノト著シク小ナルモノアルヲ認ム．叉杉山氏二項式分類＝ヨリ見

ルニ同数核ノ細胞ユアリテモ長核ノミョリナル細胞最：小ニシテ短核ノミョリナル細胞最モ大

キク長短核相混ズル細胞ニアリテ一大サソノ中間ニアルヲ認メタリ．

 7．各種動物ニツキ見ルニ鳥類最：モ小ニシテ哺乳類之二次ギ魚類爬塩類ノ順ニシテ爾棲類

最大ナリ，殊二爾棲類中有尾目ハ極端；大キク他類ノ大サノ約8倍二達ス．

 8．各種動物二二テ多核白血球ノ大小順位ヲ見ルニ酸性嗜好白血球最大＝シテ中性嗜好乃

至假性エオジン嗜好白血球及ビ温色嗜好白血球之二次ギ盤台性嗜好白血球最小ナノレヲ認メタ

リ．

 9．家兎＝各種實験的疾病帥チ飢餓施灸，「アルコホル」，「カンフル」，「インシュリン注射，

及ビ結核菌感染ヲ起サシメ面積ヲ計測シ各種疾病＝ヨル影響ヲ研究セルニ次ノ如キ成績ヲ得

タリ．

第8表 各種疾病二時ケル多核白血球ノ面影指数ノ増減表

      （註十月増加ヲ示シーハ減少ヲ示ス）

申性感
ジソ嗜好白血球

乃至假性エオ 騨基性嗜好白血球 酸性嗜好白血球
響霧1 一 ．

瀞
1核細胞腿二丁

翻劉購 灘 腰面 1核細胞腿指鐵

   一 一   …    一  τ  ■   一     一 一 『   一

飢    餓 右方1
十 十 十 十   十   一・一     1 十 十 嗣

結   核 左方 十 十 剛 一1一  一 一 一 一

施    灸 左方 一 一 一

  1  ；一 1十 1十

脚 繭 一

アルコホ・ル 左方 一 十 十 ＿ ｝＋ 1十
馳 一 幽1  歪

カ ソ フ ル 左方 一 一 十 一1＋  ＋ 扁 一 十

イソシユリソ 左方 一 一  1 一 一｝＋i一 i 嗣 軸

 a．假性エオジン嗜好白血球細胞面積日歯移動ト緊密ナル毒忌ヲ有シ右方移動ヲ呈スル飢

餓ニアリテハ細胞核面積何レモ塘大シ結核ヲ除ク左方移動ヲ起セル施灸ソノ他ノ藥液注射＝

於テハ細胞核面積ノ減少ヲ示セリ，之二反シテ所謂退行性左方移動ヲ示セル結核ニァリテ一

反劃二細胞核面積鮭カナガラモ明カニ増大ヲ示シタリ．

                   E 189 ］
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 b．二二性嗜好白血球細胞面積ハ飢餓二於テノミ増大シ他ノ實駿的疾病何Vモ減少セリー一

三面積ハ飢餓施三七液注射ニチハ増大ヲ認メ核細胞艘指数ハ飢餓結核「インシュリン注射ニ

テ減少シ他ノ施灸，「アルコホル」，「カンフル注射＝テハ増大セリ．

C．酸性嗜好白血球ノ細胞核面積ハ飢餓二於テノミ増大シ他ハ何レモ減少ヲ來セリ．核細

胞艦指血止「カンフル注射ヲ除ク外土レモ減少ヲ示シタリ．

 本論丈ヲ欄筆スル＝當リ終始懇篤ナル御指導ト御校閲ヲ賜りタル恩師杉山緊門門授二丁シ鼓二衷心ヨリ

感謝ノ意ヲ表ス．

爾本研究二三シ御懇情ヲ添フセシ金澤醤科大学病理學教室，細菌學教室，耳鼻咽喉科二丁各位＝深甚ナ

ル謝意ヲ表ス．
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